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研究テーマ

 （代表的なテーマ）

1. 代謝工学および有用酵素・遺伝子の探索・解析・設計・

改造

2. C-N 加水分解酵素の分子機能解析と分子進化に関す

る研究

3. 微生物･酵素のスーパー生体触媒への新機能開発

4. 核酸関連酵素の構造機能解析および DNA・RNA 工学へ

の応用

研究概要

　（微生物を中心とした）生物における新規な生命現象

や多様な潜在能力（およびそれを有する生物）を探索す

るとともに、それに関わる蛋白質 ･ 酵素の構造と機能

（反応機構を含む）を分子レベルで解明する基礎研究を

行っている。それらの知見を基に、新規な機能を有する

生物の育種開発を行い、それらの生物工学的な応用なら

びに有用物質生産等への応用を目指した研究を行ってい

る。さらに、ゲノム情報に基づく生体機能分子工学、医薬・

環境・食糧の新しい領域も開拓しつつある。

　このように、我々は未知の生物現象に対する興味を出

発点として、あらゆる手法を駆使して幅広く基礎および

応用研究を行っている。（これらの研究を含め）H14 年度

に採択された 21 世紀 COE（生命科学領域）「複合生物系

応答機構の解析と農学的高度利用」プロジェクトを推進

している。
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スーパー酵素を触媒としてアクリルアミドやニコチンアミドを工業生産する実用微生物


